
令和２年度【第２回】島根県県民いきいき活動促進委員会 【議事要旨】 
日時：令和３年２月５日（金） 

１3:30～１5:00 

場所：松江合同庁舎６０１会議室 

出席状況 

〇委員（出席 1７名） 

金野委員長、大森副委員長、小倉副委員長、石橋委員、香取委員、岸委員、須川委員、妹尾委員 

田村委員、中野委員、野々村委員、橋本委員、原田委員、原野委員、松﨑委員、森山委員、若菜委員 

〇事務局（６名） 

竹内部長、柳樂課長、曽田室長、山本企画幹、上野主任、岩成主事 

１．開会 

２．あいさつ

竹内環境生活部長 

３．報告事項 

(1)島根県県民いきいき活動促進基本方針について 

・基本方針成果指標に関して、県内NPO（送付先５９５団体中、回答数６３団体、回答率が１０．５９％）

にアンケート実施、その結果を報告。 

(２)しまね社会貢献基金制度について 

・基金団体活動支援事業での事前審査制度導入について概要やスケジュールを説明。 

（３）NPO活動推進室の事業 

・持続可能な社会貢献活動支援事業費補助金、令和２年度事業の実施状況等について説明。 

【質疑応答や主な意見】 

(1)島根県県民いきいき活動促進基本方針について（県内団体にアンケートを実施） 

〇アンケートの回収率が低い。回収率を上げる取り組みを行うべき。 

〇オンラインを使った回答も検討されてはどうか。集計作業も軽減される。 

〇（アンケートの項目で、災害時どういった支援活動が可能かという質問に対し）日頃から自分の団

体がどんなことができるか考えてみるきっかけになって良かった。 

アンケート結果を事業につなげることが出来ると良いと思う。 

〇テーマ希望寄附が伸びることはよいことだ。 

→今年度はコロナ対策へのテーマ希望寄附があり、前年より寄附が伸びている。 

４．いきいき活動実践者等からの現状説明及び意見交換 

【説明内容や主な意見】 

〇コロナ禍で事業を拡げることができないが、ガバナンスの確立を図っている。 



〇今までは訪問して行っていた活動をリモートでも出来るよう環境整備した。 

 オンラインで救命救急講習を行ったり、リモートで人形劇を実施。双方向でコミュニケーション

が取れる形で実施。  

〇会員団体同士の勉強会などは開催できないが、定款相談やホームページ入力など個別の相談に

応じている。 

〇ある民間の賞を受賞された団体が、大変喜んでおられた。コロナ禍で事業はストップしてお

り気持ちが沈んでいる中、大きなモチベーション向上につながっている。 

〇NPO 法人の活動に、地域を幅広く知るという目的で、地域の団体を表彰制度に推薦した。 

〇大学でのサークル活動が徐々に解禁され、少しずつ活動できるようになってきた。 

〇観光事業は令和２年４月以降全てキャンセルになったが、屋外でのボランティア事業につ

いては実施できた。 

〇公民館でズームの研修会を開催するなど、今の時代に合った取り組みを実施。 

〇今後は地域の皆さんがどうしたいかを一番大事にしながら、大人数の受け入れは難しいの

で、少人数とかオンラインツアーなどに取り組みたい。 

〇NPO 法人もコロナの影響の中で、何が出来て何ができないかだいぶん分かってきた。オンラ

インでの対応も慣れてきた。定款を見直してそういった対応ができるようにしておくこと

が必要。 

〇最近 NPO 法人の解散について専門相談がある。長期間役員改選がされていない団体は、解散

が困難。「みなし解散」という制度がなく、費用もかかる。活動のノウハウも承継されない

ことが課題。 

〇オンラインによる、コーディネーターが相談に応じたりアドバイスできる仕組みがあれば

望ましい。 

    〇コロナ感染症禍における感染防止対策は、し過ぎることはない。 

    〇コロナ終息後を見据え、観光については、着地型プランの造成を実施するなど、地元のことを知る

ことにもつながる。 

コロナ後を見据え、全国からの受け入れができるように体制を作っていきたい。 

    〇今年度はコロナの影響でイベントが軒並み中止となったが、来年度はコロナも踏まえた形で事業を

実施したい。 

〇NPO と市役所担当課とで交流会を実施。参加者の評価も良かったので今後も継続したい。 

   〇町と公民館ごとにあるまちづくり委員会で地域課題解決に向けた取り組みを実施。NPOとまちづくり 

委員会が連携して取り組んでおり、より多くの団体に活発な取り組みが広まっていけばよい。 

    〇コロナの影響で地域福祉活動も制限を受けている。コロナの影響も考慮したうえでの住民参加によ   

      る活動を支援していくか考えないといけない。 

    〇団体寄附の事前審査の仕組みをスタートするなど、改善を繰り返していくことが大事。 

    〇コロナの影響で寄附を集めることが難しいなか、県や委員でテーマ型寄附をしっかり集めていく必

要がある。 

５．閉会 


